
議 案 第 １ ６ ０ 号  
 
 
 

平 成 ２ ８ 年 度 

 

 

西 予 市 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ６ 号 ） 

 

１  一般会計補正予算総則   

２  歳入歳出予算補正  

３  債務負担行為補正  

４  地方債補正  

５  補正予算に関する説明書  

          （ １ ）歳 入 歳 出 補 正 予 算 事 項 別 明 細 書  

 





 

議案第１６０号 

 

平成２８年度 西予市一般会計補正予算（第６号） 

 

 平成 28 年度西予市一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによる。 

 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ ４０７，９１８千円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ ３１，７１０，９２４千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第

１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （債務負担行為の補正） 

第２条 債務負担行為の追加は、｢第２表 債務負担行為補正｣による。 

 （地方債の補正) 

第３条 地方債の変更は、｢第３表 地方債補正｣による。 

 

 

平成 28 年 12 月１日 提出  

 

                             西予市長  管  家  一  夫    
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第２表　債務負担行為補正

追　加 （単位：千円）

 福祉施設整備事業（用地造成費等負担金）  平成２９年度 25,175

 広報せいよ印刷製本費  平成２９年度 5,832

事　　　　　　　項 期　　　　　　　間 限　　　　度　　　　額

 議会だより印刷製本費  平成２９年度 1,625

1,128

2,200

4,200

12,000

57,600

26,025

42,475

8,670

960

1,350

27,500

21,000

17,000

5,141

34,800

 平成２９年度から平成３１年度まで

 平成２９年度から平成３３年度まで

 平成２９年度から平成３３年度まで

 平成２９年度から平成３３年度まで

 平成２９年度から平成３１年度まで

 平成２９年度から平成３３年度まで

 平成２９年度から平成３３年度まで 西予市城川農産物加工センター管理運営業務委託

 平成２９年度から平成３３年度まで

 平成２９年度から平成３３年度まで

 平成２９年度から平成３３年度まで

 平成２９年度から平成３３年度まで

 平成２９年度から平成３１年度まで

 西予市渓筋農林水産物処理加工施設管理運営業務委託

 西予市あけはまオートキャンプ場管理運営業務委託

 西予市明浜塩風呂管理運営業務委託

 平成２９年度から平成３１年度まで

 平成２９年度から平成３３年度まで

 宇和地区スクールバス運行業務委託（皆田小学校）

 米博物館（旧宇和町小学校）管理運営業務委託

 西予市衛生センター維持管理事業（施設セキュリティ業務）

 西予市野村畜産総合振興センター管理運営業務委託

 西予市城川食肉加工センター管理運営業務委託

 西予市城川産地形成等促進施設管理運営業務委託

 西予市明浜民宿故郷管理運営業務委託

 平成２９年度

 西予市大野ヶ原集落環境管理施設管理運営業務委託

 西予市明浜ふるさと創生館管理運営業務委託

 西予市野村農業公園管理運営業務委託

 西予市城川特産品センター管理運営業務委託
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第３表　地方債補正

変　更

起債の方法 起債の方法 利　率 償還の方法

旧 合 併 特 例 事 業

過 疎 対 策 事 業

災 害 復 旧 事 業

補正前に
同じ

補正前に
同じ

起 債 の 目 的
補　　正　　前

限 度 額 利  率 償還の方法 限 度 額

１．借入先
　財務省、 その他

　政府資金につい
ては、その融通条
件により、銀行そ
の他の場合は、そ
の債権者と協定す
るものによる。
　ただし、財政の
都合により据置期
間及び償還期限を
短縮し、若しくは
繰上償還又は低利
に借換えすること
ができる。

千円

4.0％以内

千円

補　　正　　後

1,898,500 2,023,100

3,016,700 2,850,200

(ただし､利率
見直し方式で
借り入れる資
金について､
利率の見直し
を行った後に
おいては、当
該見直し後の
利率）

補正前に
同じ

156,900136,100

３．借入期間
　平成28年度、ただ
し、工事又は財政の
都合により、起債額
の全部若しくは一部
を翌年度に繰り越し､
借り入れをすること
ができる。

２．借入方法
　普通貸借又は証券
発行の方法による。
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